
起因物、事故の型：その他の仮設物、建築物、構築物等 - 転倒の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

業種小

コード

労働

者規

模

1
11～

12

大型ベンチフリュームの底にて作業を行うため下に降りようとした際、

足を置く所の目測を誤り、バランスを崩して転倒し、大型ベンチフ

リュームの淵に股間にぶつけて被災した。

44 30199
30～

49

1
19～

20

次の発車時間まで時間があった為、折返場周辺を散歩していたところ、

ロープを跨ぐ際にロープに左足のつま先が触れ、左足を取られてしま

い、前のめりに転倒してしまった。

52 40202

100

～

299

1
18～

19

利用者宅にて訪問入浴サービスを提供し、退出する際に玄関の段差を踏

み外して転倒した。
34 130201

10～

29

1
14～

15

被災者は作業場へ向かう際に、空調ダクトの固定アングルにつまずき空

調ダクトにぶつかり、あごを骨折したた。
27 30209 ―

1 7～8
研修に行く途中、自宅から向かっていたところ、段差に躓き尻もちをつ

いた際に、腰を受傷した。
29 80209

100

～

299

1
13～

14

歩道を建築作業所巡回へ向かう途中、突起物につまずき右肩から転倒し

右肩強打して右鎖骨を骨折した。
62 170201 ―

1
10～

11

駐車場の歩行用通路で歩行中に養生シート（ロール）に足を引っ掛け転

倒した。 その際に前方に倒れ手を地面につき、右手中指を脱臼、薬指と

小指を骨折した。 （養生シート（ロール）高さ15cm）

46 30203

100

～

299

1
9～

10

デイルーム外にある洗濯干場にて、利用者様の作品展の準備中、不足し

た洗濯物を取りに出た際、物干しの下に氷が張っておりバランスを崩し

て転倒し左足を骨折した。

65 130201
30～

49



1
10～

11

保育園のテラスで散歩に出掛ける準備をしていた時、外部のサッカー教

室の用具等が置いてある所を避けようと歩いていたところ、テラスの縁

から足を踏みはずして園庭側に転倒した。

62 130201
10～

29

1
9～

10

修理用貨物自動車を搬送して、自動車工業の構内に入れるとき同僚の運

転する貨物自動車を誘導中、地面が凍結していたため滑り転倒したとき

右手首を骨折した。

48 40309
30～

49

1
16～

17

銀行敷地内の駐車場で退社の際、使用している行用車の施錠を確認後、

車止につまずき転倒し、その際に左手首を骨折した。
58 90101

10～

29

1
14～

15

工事現場で、掘削部分の錆落復旧の写真を写すため降車場に車を停め、

車から降りた時に車止に躓き、転倒し尻もちをついた際に負傷した。
78 30199 1～9

1
9～

10

空き缶、ペットボトル収集のため、停車した後、車両に歯止めをして、

集積所へ向かう際にマンホールのフタに左足がつまずいた。 マンホール

のフタは元々、少し浮いた状態であり、2～3歩よろけて前のめりに倒れ

た際に、両手を地面につき、右肘を痛めた。

58 150103 ―

1 5～6
職場敷地内駐車場を通り、他ユニットへ移動する際、暗く凍結している

路面に気付かず、足を滑らせ転倒し、後頭部を打ち、腫れた。
41 130201 1～9

1 5～6

被災者は早朝に出社し、新聞に折込チラシを入れ、20分後に会社を軽自

動車で出発し、配達地区に120件朝刊配達中、残り20部位で道路が圧

雪、凍結していたため、足を滑らせ仰向けに転倒し、背部を強打し、胸

椎圧迫骨折を負った。

68 80205
30～

49

1
20～

21

退勤時、ホテル裏の従業員駐車場へ向かう際、道路が凍結しており、

滑って転倒し、左手首を骨折した。
58 140101

30～

49

1
15～

16

当社従業員が営業車を駐車場へ停めて本社事務所がある建屋へ向かう為

市道を走って向かっていた際、道路上が凍っていた為滑り転倒し右足を

骨折した。

36 80109
30～

49

1 8～9

当日は、朝から気温が下がり、昨日の雪が残っており構内の路面が凍結

状態であった。 朝礼、終了後、休憩室から作業場へ移動中凍結している
54 150102 ―



所に足を滑らせてしまい、尻もちをついた状態で転倒し、その際に支え

た手（左手）を負傷した。

1 8～9

朝、出勤時に会社の駐車場に車を駐車し、被災者が徒歩にて玄関へ向

かって15M程進んだところで、凍結している路面に足を滑らせ転倒し

た。

48 11305
50～

99

1 7～8

当社敷地内にて、出社し、着替えの為に2階の厚生施設へ向かう途中、地

面が凍結していた為、足が滑り転倒し、その際に顔面を地面に強打し負

傷したものである。

63 11201
50～

99

1 7～8

出勤のため、当社構内を事務所に向かって歩行移動中に、地面がアイス

バーン状態のため滑って転倒し、咄嗟に右手を地面に着いたところ、右

手関節を負傷した。 再発防止策として、滑りにくい靴を履く、転びにく

い歩き方をする、凍結防止剤を散布するようにする。

24 11203
10～

29

1 5～6
新聞配達中、配達先へ車から降りて徒歩で向かっていたところ路面が

凍っていたため足が滑り転倒し、転倒したときに右手を負傷した。
54 80205

50～

99

1 5～6
朝刊を配達中、車から降りてポストへ新聞を入れ、車に戻る際、駐車場

が凍結していた為、足が滑り転倒し、右足腓骨を骨折した。
54 80205

30～

49

1
20～

21

当社構内において、改装工事現場より帰社後、作業日報作成後に帰宅す

る際、構内に駐車してある被災者の車に乗る際、地面が凍っており足を

滑らせ右足首を捻りながら転倒し、負傷した。

26 30203 ―

1
11～

12

浴室の脱衣場で、お風呂上がりにストレッチャーに乗っている利用者の

方を着替えのためにベッドへ移乗した後、濡れている床に足を滑らせ、

左手を床につき左手首を痛めた。

51 130201
10～

29

1
18～

19

約束の時間にお客様宅を退出する際の事故である。 玄関先のスロープを

下りていたところ、辺りが暗かった為足元が凍っていることに気がつか

ず、滑って尻餅をつき背中を地面で打った。 その際、肋骨骨折、腰の痛

み、臀部と腰に負傷を負い、救急搬送された。

50 90103
10～

29

早朝の出勤時、駐車場に車を止めて職員通用口に向かう途中で、一部 100



1 4～5 氷っていた部分があったが気づかず、その上を歩いたため転倒し骨折し

た。

53 130101 ～

299

1
9～

10

病室の清掃を終えて部屋から出ようとした時に空気清浄機のコードに足

を引っ掛けて転倒し、右ひざと左の手のひらを床にぶつけた。
66 130101

100

～

299

1
17～

18

休憩室（畳部屋、小上り）で書類記入作業時、必要書類を取る為に、畳

部屋から降りようと踏み台に左足を乗せた時、足が滑って左足がギクッ

と音がしてお尻から床に落ちた。

27 130201

100

～

299

1 5～6

車庫内にて、朝、出庫準備で車両点検をしていて、後方タイヤの点検を

しようと後方に向かった時、側溝の蓋につまずいて転倒した。 側溝の蓋

が鉄板で少し反り返っており、バスの前方のタイヤが側溝の蓋にのって

いた為つまずきやすく、つまずいて転倒し負傷した。

44 40202

100

～

299

1 5～6
段差（20cm位）のある砂利の駐車場で、上段から下段へ降りる時、足を

踏んでバランスを崩し転び、左足を負傷した。
41 170101

30～

49

1
14～

15

フォークリフトに乗る前に、運転者名の名札（車庫入口から1.8m先）を

取りにフォークリフト置場の倉庫に入った。 その時、フォークリフトと

車庫の壁の間が狭く（45cm）、横向き（カニ歩き）で名札を取って倉庫

から出るところで、左足が突起物（15mmの段差）に当たり、倒れこむ

ときに右足で支えようとして、右足を捻った。

48 150102 ―

1 5～6
車庫内にて、出庫前のバスの準備中に歩いていたとき、凍結した地面に

足をとられ、右足を滑らせて転んで負傷した。
55 40202

10～

29

1
9～

10

敷地内で送迎業務中、施設到着時に車両から玄関方向へ移動していたと

き、地面が凍結しており、足を滑らせて転倒した。
48 130201

10～

29

1
15～

16

レジ業務をしようとレジ前に向かった時、敷いていたマットに足をつま

ずき転倒し、右足を骨折した。
48 80209

100

～

299

1
12～ 食材を取り出すために冷蔵庫へ移動する時に床の排水用の溝枠につまず

65 140201 ―



13 き転倒し、右手をついて骨折した。

1
9～

10

D4棟屋上で、被災者が作業にとりかかるため、スラブの型枠コンパネ上

を歩いていた際、コンパネ上が凍っていたため足を滑らせ前のめりに転

倒し、左目付近を強打した。 当時、コンパネ上は全面霜が降りていて、

凍っていたため通行しないように指示されていたが、被災者は近道行動

をして転倒した。 なお、頭部に異常は見られなかった。

44 30201 1～9

1 7～8

バースに車両後部をつけ、車両後部のゲートを荷降しの為下げていた

際、先に地面に降りたところ、地面の溝に右足が挟まり転倒し、右足首

を負傷した。

52 50101

100

～

299

1 3～4

一日約70部の新聞を徒歩で配達していた際、新聞をクーラーボックス

（横約45cm、縦約30cm、高さ約35cm）に入れ、その日は雪が積もって

いたので、右肩に担いで配達していた。 新聞を一度に約25部を入れ、3

回に分けて配達していたのだが、1回目の22部を配達し終え、2回目の約

25部をクーラーボックスに入れ、配達を始めた。 配達を終え隣へ向かっ

て歩いている時、路面が凍結していた為すべって後ろ向きに転倒し、左

手・左肩を強打した。 後頭部も打ったがニットの帽子を被っており、路

面にぶつかった所がちょうど折り返し部分で厚かった為、それほど痛く

なかった。 左手・左肩に痛みはあったが、最後まで配達をし終え、その

後も仕事を続けていたが痛みが治まらず、左手を上げることができなく

なった。

81 80205 1～9

1 8～9
デイサービス施設にある花壇に散水するため、花壇横にある水道蛇口や

ホースを準備中、バランスを崩して転倒し、左橈骨頭を骨折した。
59 130201

50～

99

1
9～

10

地すべり対策水路工事現場で、伐採作業の写真撮影を行うため移動して

いるときに、凍結し滑りやすい仮設配管VP200の上を歩行した際に足元

が滑り転倒し、右手をつき骨折した。

42 30108 ―

1
11～

12

積雪が15センチほどあり、路面で滑ってバランスを崩し、右膝を路面に

着いたところ激痛がはしり、そのまま動けなくなった。
69 160101

100

～

299



1
11～

12

厨房から水が入った桶を持って外に出て、マンホール蓋（約45㎝×45

㎝）に乗ったとき、蓋が縦に回転し、マンホールの中に左足が落下し、

左膝と半月板を負傷した。 なお、マンホールは蓋が錆ており、前日の業

者点検の際にしっかり固定できていなかったと思われる。

54 140101
30～

49

1 5～6

事業所駐車場にて清掃中、柄の長い塵取りとほうきでタバコの吸い殻等

を取っていた際、節分前であったため鬼のカツラと角をつけていて、カ

ツラが大きくずれて足元が見えなくなり、早朝で辺りも薄暗かったた

め、駐車場の車止めに躓いて右側から転倒し、右足膝・右手をつき負傷

した。

56 80201 ―

2 11~12

2階東病棟室内にて、患者の体温測定施行中の患者のベッド柵に取り付け

ているハルンバックの付属の紐に右足が引っ掛かりその影響でバランス

を崩し臀部から床に転倒した。

57 130101

100

～

299

2 8~9

店内と店外にある仕切り用スイングドアが破損しており、出入りする時

に左足を引っ掛けてしまい転んでしまった。 その時に右手をついてしま

い支えきれずに痛めてしまった。

48 80209

100

～

299

2 22~23

病院敷地内の駐車場で帰宅途中、駐車場の外灯が全て消えていて真っ暗

な中、高さ80㎝位の駐車場通行止めに右足が引っ掛かり転倒し腰を捻り

ながら強打した。

44 130101

100

～

299

2 14~15
組立鉄筋移動作業時、クレーンのペンダントを掴みに行こうとした時に

足元の型枠に右脚を引っかけ左足の膝を土間に打ちつけ転倒負傷した。
66 10901 ―

2 12~13
会議が終了し、勤務先に徒歩で戻る途中、歩道に足を滑らせて転倒し骨

折した。
43 130101

1000

～

9999

2 9~10
現場の階段をおり玄関のあがりがまちを下りようとした時、誤って左足

を捻り負傷した。
45 30209 ―

2 2~3
タクシーで旅客をお送りした。 トイレに寄ろうと車から降り、駐車場内

を歩行中に車止めに足が躓いて転倒し、地面に前頭部をぶつけた。
63 40201

100

～



299

2 8~9
出勤時車を停めて第3駐車場を歩いている時、駐車場の出入口の路面が

凍っていたためそこで転倒し右手首を骨折した。
56 80109

500

～

999

2 14~15

入浴の介助をする準備のため、脱衣場で作業していたところ、床が濡れ

ていたころに気付かず足を滑らせてバランスを崩し、咄嗟に手を床につ

いて転倒を防ごうとしたため、手首を捻挫した。

48 130201
10～

29

2 13~14
調理場で食器を運び中に転倒し割れた食器の破片の上に手をつき右手親

指を負傷した。
19 140201

10～

29

2 6~7

出先車庫に出勤して車両の始業点検終了後、構内において2～3㎝雪のあ

る凍結した路面に足を滑らせて転倒した時に後頭部を強打して裂傷を

負った。

53 40202
30～

49

2 10~11

次の製造アイテムの具材等準備時、アルコールが入った容器を取りに行

き元の場所に戻ろうとしたが、ダスターを持って行かなければいけない

事に気づき、ダスターを手に取り、振り返った際に、折り畳作業台の脚

に引っ掛かりそのまま膝から転倒した。

70 170101

100

～

299

2 12~13

食材を搬入するため、両手に食材を持ち寮の玄関に向かっていたとこ

ろ、玄関前の段差に躓き顔面から転倒した。 段差があることは承知して

いたが、躓いてしまった。 食材は片手につき約2㎏で、合計約4㎏。 段差

は約4㎝。

67 170209 ―

2 8~9
施設内にて、カート置場横で、伝票を見ながら歩いていたところ、ベン

チに気付かず躓いて転倒し、右手の小指を受傷した。
45 140301

100

～

299

2 13~14

出勤時店舗敷地内の駐車場から店舗搬入口へ小走りで向かう途中、地面

が雨で濡れていた為、滑って尻もちをつく形で転倒した。 その際身体を

庇おうとして、右手を地面につけ突っ張ったところ右手首を骨折した。

54 80209

100

～

299

勤務終了後店内で20分程度買物をし、敷地内お客様駐車場を横断しよう
300



2 17~18
とした際、車止めに躓き転倒した。 左手首を骨折した。

61 80201 ～

499

2 11~12

ゴミ仕分け場において大ビニール袋を3枚両手に持ち、ゴミ箱設置場所に

向かう途中に仕分け場入口スロープ付近で、手に持っていたビニール袋

を靴で踏んだ際に、滑って尻もちをついた。

64 150109
10～

29

2 15~16

左右それぞれの手にドーリー（1個45㎝×65㎝×高さ20㎝・6㎏）を持っ

て農産冷蔵庫から外へ出そうとした際、ドーリーの重みでバランスを崩

し転倒した。 （床に所外物・水漏れなし。） 左足甲を骨折した。

58 80201

300

～

499

2 14~15

本所NS棟1階分面室の廃液コンテナへ5Lポリバケツに入った廃液を廃棄

後、空のポリバケツを左手で持って早歩きでNS棟1階測定室に戻る際

に、廊下で躓き転倒した。

61 10803

1000

～

9999

2 18~19

コンベアの荷卸し作業を行っていた他者の加勢をしようとコンベアの反

対側へ跨いで移ろうとした。 その際、足元にあるL字型の車輪ガードに

気付かず、その上に右足を着地させてしまい、右足首を捻って転倒し

た。

33 40301
10～

29

3 17~18

生コン工場内で被災者はミキサー車から降りて、生コンの残水を捨てる

作業に取りかかるため車後方に移動する途中、地面のくぼみで足をくじ

いて負傷した。

34 40301 1～9

3 11~12
施設内宿泊室のストーブを清掃後、ストーブ備え付けの接触防止柵をま

たごうとした際に転倒し、右大腿骨を打ち骨折した。
58 140209

10～

29

3 9~10

被災者は、当社敷地内の従業員駐車場において、車を駐車して降りて会

社建物へ歩いていく際に、積雪のため誤って足を滑らせ転倒し、骨折し

た。

48 80201
10～

29

3 12~13
配達を終え車両に戻る際、駐輪場の自転車タイヤ止めにつまずき前方へ

転倒し、左肘を強打した。
22 40301

50～

99

3 10~11
店外敷地内歩道で通勤のために傘をさして歩いていた際、雨でマンホー

ルが濡れていたため滑って転倒し、右手甲・右手首を捻挫した。
60 80201

100

～



299

3 14~15
ベッドを組んでいる時、足元のシーツに引っ掛かり、床に左手を突きな

がら転倒した。
49 170209

100

～

299

3 10~11

駅前第2駐車場内において、自家用車よりPOPを持ち店に向かおうとした

際に車止めに躓き転倒し、右手小指側面と右肋骨部を強打し、顎を擦り?

いた。

65 80109
10～

29

3 6~7

図書館の業務開始時、外玄関2ヶ所の鍵を開け、本玄関の鍵を開けるため

スロープを歩いていたところ、雨天だったため、真ん中にある点字ブ

ロックで滑り転倒し、背中・腰・尻を強打し負傷した。

69 150109
10～

29

3 15~16

病院の建物内にて、2F医局の前で先生方の食事の後片付けをしようと食

器を集め栄養科に持っていこうと思っていたところ、テーブルの脚につ

まずき転倒した。

49 130101

100

～

299

3 15~16
現場にてトレーラーを誘導する際、側溝の段差につまずき、右手をつい

て倒れ、右手親指を骨折した。
36 170201

50～

99

3 11~12

工場施設の敷地内にある傾斜地での伐採作業に先立ち、落ち葉の清掃作

業を行っていたところ、足元を滑らせ転倒した拍子に右肘を地面につ

き、その衝撃で右肩を脱臼した。

34 60101
10～

29

3 13~14

浴室で入所者の入浴を支援しているときに、体を洗う前に入所者が浴槽

へ向かった。 浴槽に入る前に体を洗うため、洗い場へ誘導した際に、足

元が滑って後ろに倒れたところ、足首をひねった。

61 130201
10～

29

3 17~18

夕食のみそ汁をセットするため、厨房からカート庫へ移動中、配膳を終

え厨房へ戻ろうと振り向いた際、扉が閉まりかけているのに気づかず、

トレーがぶつかり左脇腹を強打した。 配膳中に配膳車が扉にぶつかり、

ストッパーがはずれ、閉まって来たと思われる。

61 130201
50～

99

3 6~7
1階厨房内のパントリーフロアにあるモールに足を引っ掛け、右肘から転

倒し、右肘と右胸を強打した。
75 140101

30～

49



3 8~9
教室の清掃の際、教壇にのり黒板を拭いていたところ、教壇から足を踏

み外して転倒し、右腕を負傷した。
66 150101

30～

49

3 17~18

自動車道で車線規制に伴う交通誘導警備業務を終了し、工事車両に乗車

しようと移動中、路面上に小さな段差があり、右足をとられ右足首を捻

挫した。

31 170201
10～

29

3 14~15
帰宅時に構内メイン通路を歩行中、段差があり、足首を捻って転倒し

た。
48 11301

500

～

999

3 11~12

園庭にて1歳児の保育をしていた際、1人の園児が園舎に向かって走り出

したため、それを追いかけて走っている時に、園庭内の10㎝程のコンク

リートの段差を踏み外し、左足首をひねり尻もちをつく形で転倒し、左

足首から腰部にかけて負傷した。

41 130201
10～

29

3 16~17

自社倉庫の屋内から屋外へ鉄製配管（約直径25㎝×長さ60㎝重さ20㎏）

を一人で抱きかかえ移動中、屋内から屋外へ出る10㎝程の段差の鉄板が

雨でぬれていて滑り、右足を負傷した。

30 30203 1～9

3 18~19

バーコンベア（鶏舎からGPセンターにつながる鶏卵運搬装置）清掃点検

中、カバーを外す際にバランスを崩し、リフトに装着されたパレットに

飛び移ろうとしたところ、リフトのマスト部に右足が引っかかり負傷し

た。

34 70101 ―

3 11~12

客室にて高所窓ガラスの結露を拭き上げする際、ソファーの背もたれに

左足、窓枠に右足を乗せて作業し、終了後に降りるとき、左足が滑りバ

ランスを崩し、床に転倒し、左手を床についた。

69 150101
50～

99

3 13~14

調色中、調色室より手に荷物を持って工場への通路に有るドアより工場

へ出ようとした際に、ドアの下部の段差は承知していたが荷物を持って

いた為に足元が見えず、思ったより足が上がっておらず、体の左側より

転倒した。

47 11701 1～9

アウトコース6番ホール120ヤード付近にカートを停車し、お客様にクラ



3 9~10

ブを渡した。 ボールの行方を見ながらカートに戻っていたためバンカー

に気づくのが遅れバンカー後ろ側の縁で右足首を内側に捻って転んでし

まった。 その時点で業務を中止し、クラブハウスに戻って、湿布とテー

ピングで手当をした。 本人は大丈夫だと思い業務に戻ったが、患部に腫

れと痛みがあり、右足関節外側靭帯損傷と診断された。

47 140301
50～

99

3 10~11

工場内大型製品工場のコンクリート打設場に於いて、大型コンクリート

ブロック型枠へのコンクリート打設の準備のため、型枠が設置された鋼

鉄製パレット上でコンクリート締め込み用バイブレーターの型枠への取

り付け作業中、バイブレーターを抱えて右足を踏み下ろしたところ滑り

転倒し、パレットで脛を強打した。

48 10901
30～

49

3 13~14

タクシー乗務中、駅北口に待機している時にトイレに行きたくなり、歩

道にあるチェーンを跨いでトイレに向かおうとした際、足をチェーンに

引っ掛けて転倒し負傷した。

48 40201
50～

99

3 15~16
当社景品交換所内で来客に対応するため、畳の間に上がる際、段差に躓

いて右足を負傷した。
69 80209 1～9

3 0~1

当該被災者は乗務終了後、営業所構内の駐車枠にバスを駐車し車両の点

検を行い事務所に戻る際、右手に金庫、左手に私物バッグを持ち整備前

の車両の間を抜け戻っていたところ、側溝の蓋がないのに気付かず、左

足が側溝に落ち転倒し、その際右手に持っていた金庫で腹部を強打し負

傷した。

42 40202

100

～

299

3 12~13
配達先で、料理の配膳中に廊下で滑り、足をひねって転び、左足に全体

重がかかり骨折した。
55 80209

10～

29

4
14～

15

検体回収先の病院駐車場で、車に戻る際に駐車場入口のチェーンをまた

ごうとしたところ、足が引っ掛かり転倒して骨折した。
49 130109

50～

99

4
10～

11

ゴミステーションにおいて、一般廃棄物収集作業中、ゴミ庫からゴミ袋

を4袋取り出し、右手に2袋、左手に2袋持ち、車に積み込もうとゴミ庫か

ら振り返った時、高さ5～6cmの段差に足を取られ転倒し、背中から腰に

かけて痛みが生じた。

67 150102
30～

49



4
13～

14

近所のラーメン屋の方が違法駐車と勘違いして当社の車に車止めをかけ

てしまい、会社の車なので勘違いだと言いに行く途中、会社の駐車場で

約50cmの段差を乗り越える際に足を滑らせ転倒し、右肩を打ちつけ骨折

した。

48 80109
10～

29

4
15～

16

構内洗車場付近のゴミを片付けようと移動中につまずき、地面に左膝か

ら転倒した。 左膝に若干の違和感を感じたが痛みも弱く歩行もできたた

め、定時まで勤務を続け帰宅した。 その後、患部がひどく腫れ、膝を曲

げるのがつらくなった。

57 80202

100

～

299

4
18～

19

コイルビルドアップのコイル両端への普通鋼溶接作業にて、コイル尾端

がペイオフリールから払い出されたのを確認し、コイルに巻いてあった

間紙をペーパーワインダーから抜き取る作業を行っていた。 ペーパーワ

インダーから間紙を抜き取る為、両端のステップ間（約820㎜）に足を掛

けた際、右足をステップから踏み外して踏み外した右足頸部をステップ

角部に打ちつけ骨折した。

53 11209
50～

99

4
20～

21

本社セントラルキッチンで調理作業中、通路に仮置きした業務用ミキ

サーの電源コードにぶつかって転倒した。
50 140201 1～9

4
13～

14

当社資材置き場内駐車場で改良土移動作業終了し、通勤用自家用車で帰

宅する際に自家用車から降り、急いで駐車場ゲートを開けようとした

時、石につまずき勢い良く駐車場ゲートに突っ込み、ゲートに挟まれて

左手小指、人差し指を損傷した。

21 30199 1～9

4
10～

11

園庭で外遊び中、園児と共に走っていたところ、園庭のくぼみに足を取

られ、右足小指を負傷した。
24 120109

10～

29

4 8～9

入所している利用者の歯科治療の為、対応できる専門機関（病院）へ行

くため車で移動していた。 病院に到着し、先に被災者が下車し、利用者

の下車を介護するため後ドアに移動してスライド式ドアを開けたとこ

ろ、突然車内から荷物が落ちてきた。 とっさに荷物が落ちないように支

える動作をした際に、足元の段差（雨で濡れており滑りやすくなってい

58 130201

100

～

299



た）により不安定な姿勢になり転倒した。

4
19～

20

事務所からホーム上に行く時に事務所入口あたりの敷居に足を躓き、左

足が置いてあったすのこの角に着地した際に足を負傷した。
32 40301

10～

29

4 8～9
駐車場でゴミを回収中に誤って車止めに躓き転倒し、転倒時についた右

手首を骨折し、両膝と顔面も打った。
68 80209

100

～

299

4
17～

18

勤務先にて清掃業務をしていたとき、客室を出るために玄関でサンダル

を履こうとした際に玄関の段差につまずき、前のめりにバランスを崩

し、右足首を捻った。

74 140101
30～

49

4
12～

13

サラダ補充時、洗浄機前の床の側溝の蓋がズレて転倒し、左手小指を脱

臼した。
42 140209

10～

29

4
11～

12

当社において定期健康診断の為出勤し、健康診断を受診後帰宅のため従

業員用通用口を出たところの段差（およそ25cm）で躓いてしまい体勢を

崩して転倒した。

66 140101
30～

49

4
10～

11

6号棟にてハウス内の棚の洗浄作業中に床の泥に足を取られ転倒した。

体を支えるため手で棚を掴もうとした時、棚を支える金具に右手が接触

し負傷した。

68 60101
30～

49

4 7～8

緊急に配管を設置した冷蔵庫へ食材を取りに行き、冷蔵庫より食材を取

り出したあと戻ろうと横を向いた際に緊急配管に右足が引っ掛かり、右

横に倒れて右腰を強く打った。 立ち上がり歩くことができたので作業を

続けたが、痛みがひどくなってきた。

61 140201
30～

49

4
9～

10

ホテルの清掃作業のため顧客先に訪問途中、駐車場入口に掛けられた

チェーンをまたごうとしたとき、駐車場入口のチェーンに足を引っ掛け

て転倒し、右ひざを負傷した。

57 150101
30～

49

4
11～

12

昼食時、4階の食堂から入所者をトイレに誘導し、その後再び迎えに行こ

うとした際に食堂出入口の自動扉に足を引っかけ転倒し、左手橈骨骨折

を負った。

48 130201
50～

99



4
14～

15

客室浴室の浴槽を洗おうと浴槽をまたいだときに、床が濡れていたため

滑って前方に転倒し、起き上がるときにふらついて後方に尻もちをつき

打撲した。

54 140101 1～9

4
16～

17

部材上で解体中に、姿勢を変える為にワイヤー吊り上げ準備中の部材に

手を掛けたところ、部材が動きバランスを崩して転倒した。 その際、転

倒した位置にあった未解体の構造部材に脇を強打した。

18 11209
50～

99

4
11～

12

当社工場内で、断裁機で断裁後の紙の束（85cm×64cm厚さ約5cm重量

約12kg）を手で持ち上げて作業台Aから1m程離れた作業台Bに移動させ

ようとした際、作業台Aの端に足を引っかけてしまい転倒し、腰を強く

打った。

63 10601
10～

29

4
15～

16

患者のオムツ交換の為、5階から6階へ階段を移動中に、最上段の階段の

へりにつまずき転倒し、左手をついた際に左手暁骨・尺骨骨折を負っ

た。

64 130101

500

～

999

4
20～

21

敷地内搬入車駐車場にて、業務終了後、退社時に外灯が無く足元が見え

づらい為、搬入車両用車止めに気づかず転倒した。
60 170209

500

～

999

4
15～

16

勤務するマンションにて、石垣上の花壇内を除草中、花壇の段からおり

ようとした際に左足が段の角に引っ掛かり負傷した。
58 80409

50～

99

4 8～9

歩道（公道）から営業所へ入る地点で、鞄から行員証を取り出しながら

歩いている時に、縁石につまずいて転倒した（縁石は支店敷地内）。 そ

の際、前頭部を地面突起物（門扉車輪止め）にぶつけて挫創するととも

に、左膝を地面に強打し打撲した。

61 90101
30～

49

5
13～

14

除染作業建物北側で、草袋（3㎏程度）2個を両手に持ち、車に持って来

る時に狭い場所で側溝蓋の付いていない場所で右脚を踏み外し、バラン

スを崩し尻もちをついたところ、尻を強打した。

49 30309 1～9

5
12～

13

配送品を届ける時、運転席から納品場所に行く時、道路の凸部に躓き、

転倒して胸を打った。
74 40301

10～

29



5
14～

15

客先のライブハウスにて、コンサート本番前、音響システムのチェック

を行っていた。 ステージ上を移動中にステージの縁に右足を引っ掛けて

しまい、バランスを崩して転倒し、両膝を負傷した。

45 170209 1～9

5 0～1

車庫内の整理をしようとしたところ、駐車場内のチェッカープレート

（50㎝×50㎝×高さ5㎝、排水槽の上）に足を引っ掛けてしまい転倒し

た。

76 40201 ―

5
10～

11

酒類の配達のため車で移動後、コンクリートの庭で回収作業をしていた

ところ、雨で足を滑らせて腰骨を剥離骨折した。
25 80109

10～

29

5
16～

17

上下水道の工事現場で片側交互通行の誘導の最中、一般車と散水車を停

止させている時に散水車が後退してきたため、後退しながら振り向いた

時にグレーチング（金属の網板）に右足がはまり転倒した。 右手に手

旗、左手に停止板を持っていたため、手をつけずに右膝から転倒してし

まった。

58 170201
10～

29

5
23～

24

被災者は、タクシー乗務中、公園のトイレに行こうとして車道から公園

の敷地に入る際、段差に躓いて転倒し負傷した。
72 40201

300

～

499

5
21～

22

店舗駐車場において家族の迎えが来て徒歩で移動中に、駐車場車止めに

躓き転倒し、右腕で体を支えた為、右手首を骨折した。
60 140201

30～

49

5 8～9

被災者がバイクで出勤し、店舗敷地内の所定の駐輪場にバイクを停めよ

うとしたところ、傾斜になっていた為にバランスを崩して尻もちをつ

き、背骨を骨折した。

60 80209
50～

99

5
10～

11

福祉サービス利用援助事業において支援活動中に、地域活動支援セン

ター駐車場入口のチェーンに躓いて前のめりに転倒し、右手首を地面に

強くついた。

68 130201
50～

99

5 8～9

訪問看護に行くため、訪問看護ステーションの入り口を出たときにス

ロープの段差になっている所で足を挫いて転倒した。 転倒の際に体重が

かかってしまい、右第5足中足骨に負荷がかかり骨折した。

47 130101

100

～

299



5
15～

16

田んぼで田植えの補助作業中、苗を受け取って振り向いて田植機の棚に

上げようとした時、水路に右足が落ちてしまい、右足親指を怪我した。
67 60101 1～9

6 3～4
徒歩で朝刊配達中、前方から来たトラックのヘッドライトの光に目が眩

み、側溝の蓋に躓き転倒し、左手を負傷したものである。
65 80205

10～

29

6
15～

16

最終処分場の敷地内にて、ローリーの運転席から降車した際、鉄板の地

面が散水により濡れていたため、足を滑らせて転倒した。 右足を捻った

ため、右腓骨にひびが入った。

21 80204
10～

29

6
13～

14

ドリンク場からデシャップ通路へ出る際に、誤って段差に躓き転倒して

しまった。 その際に、大腿骨を負傷した。
65 140201 1～9

6 4～5 朝刊配達時、団地前の縁石で躓き、転倒して負傷した。 54 80205
30～

49

6 8～9

当社工場内において、不良品をコンベアで粉砕しようと、コンベア投入

口まで不良品を両手で持って歩いている途中、成形機裏側のエアー配管

に足が引っ掛かって転倒し、左膝を負傷した。

62 10805
30～

49

6
15～

16

作業が終了し、タイムカードを打刻する為、工場間を移動中、第2工場西

側玄関前にて浄化槽のマンホールの蓋が1㎝程浮き上がっていたことに気

づかず、段差に躓いてバランスを崩し、右肩から転倒した際に右肩を骨

折した。

42 170209
30～

49

6
17～

18

定期便を着岸させるため、スタンライン（係船ロープ）にて係船業務を

行った。 次の作業（着岸後のお客様下船誘導業務）を行うため、桟橋を

移動中、岸壁に設置してあるフェンダータイヤのチェーンに躓き転倒し

た。

54 40102 1～9

6
17～

18

会社の資材置場で杭を整理している時、地面に置いてある杭に躓き転倒

して、前腕部を鉄材に打ちつけ打撲し、右腕部を骨折した。
36 30201 1～9

6
16～

17

パチンコ店の営業中に清掃に従事している際、店舗外部通路において店

舗スタッフが扉を開けた時、弊社スタッフの腰付近に接触し、左側腰付

近から転倒した。

73 150101 1～9



6
10～

11

小学校運動場東側植樹の枝打ち中、側溝に降りようとして、側溝壁面か

ら出ている土管部分に足を掛けたところ、足を滑らせて転倒した。 転倒

時に、側溝の縁に腰をぶつけて負傷した。

68 120109
50～

99

6
13～

14

店舗西側バックヤード横のカゴ車置場で、ギフト送達用紙をトラック運

転者に渡した後、カゴ車止めに足が躓きバランスが崩れ、体が前に倒

れ、右手が体の下敷きになって骨折した。

66 80209
50～

99

6
10～

11

有料老人ホーム4階浴室にて、入居者の入浴介助の後、対象入居者を車椅

子にて廊下に移動させた後、自身も退室しようとした際に、濡れた入口

スロープ床面で足が滑り、咄嗟に右手を床につき、直後に右側頭部を床

面に打った。

54 130201
30～

49

6
9～

10

作業を始めるため倉庫に道具を取りに行った時、前日の雨で濡れていた

泥を踏み、滑った際に左手をつき手首を骨折した。
71 60101 1～9

6
10～

11

午前中の休憩終了後、2F休憩室から出て靴を履く際によろめき、尻もち

をつく形で転倒した。 その際、左手親指付け根部分を床で打ち骨折し

た。

78 80209

100

～

299

7 15~16

電磁鋼板コイル梱包用の包装紙をテーブルに広げてカッターでカットし

ていた際、右手側の鉄の2段棚の柱に右手をぶつけ、棚の中の包装紙の筒

の穴に誤って右手小指が入り受傷。 大事でないと思い様子をみたが、翌

日指が腫れていた。

66 40301
30～

49

7 1~2

スーパーマーケットで勤務中、逃走万引き犯人を走って追いかけていた

時、駐車場入り口の車止めに足が引っかかってしまい、転倒してしまい

右腕上腕を骨折した。

59 80209
50～

99

7 14~15

8号館891教室内で、891教室を掃き掃除中、固定式の机と椅子の間のゴ

ミを拾おうとした際、ゴミを拾い列を後ろ向きで後退しながら出ようと

した際に、固定式の机と椅子の脚部分に自分の足を引っ掛け転倒、後ろ

向きに転倒し、咄嗟に頭を庇い腰を強打。

71 150101

100

～

299

車路スロープのカラーコーン、トラバーを跨ごうとしたところ、片足が 300



7 16~17 引っかかってしまい、右側から強く転倒した。 その後、右足が動かなく

なった。 大腿骨が骨折しており、入院し、手術を行った。

69 150101 ～

499

7 14~15
買い物支援中に、店の出入口で約20cmの段差を確認できなかったため、

踏みはずし、転倒し手右橈骨を骨折した。
54 130201

10～

29

7 11~12

4F機械室より廊下に出る際、少々床が水濡れしていた。 長靴で一歩踏み

出した時、床で滑り転倒。 左側面の左目上部、左手首付近、左腰部を床

に強打。 各部痛みがあったが、中でも左手首に激痛が走った。

68 130101

100

～

299

7 18~19
休憩時間にトイレに行き、スリッパに履き替え後、ふらっとして倒れ、

右脇腹を強打した。
56 10109

300

～

499

7 3~4

立直勤務へ就くため、料金所事務所からブースへ向かおうとしたとこ

ろ、事務所出入り口ポーチの段差（110mm）を踏みはずし転倒し左肘頭

を骨折。

57 170209
10～

29

7 8~9

会社の建物の外の通路で、会社の建物から出た時（歩いて）、通路を出

たところにある、雨で濡れていて滑りやすくなっていた枕木で滑って転

倒して左くるぶしを骨折した。

55 80209
10～

29

7 8~9

新店の面接を行うため車を停めた。 事前に上司から伝えられていた場所

と違う場所に駐車した事に気付き精算を済ませ車に向かって走り出し

た。 その際空いている駐車スペースのロック板に躓いて転倒した。 左膝

を骨折した。

39 80209
10～

29

7 15~16 田んぼの排水溝を渡ろうとした時足を踏み外した。 53 60101 1～9

7 9~10

活魚配達のため、本社養殖場を出発し、配達先の駐車場に車を止め活魚

を生簀に移す作業をしようと車から降りた際、サイドブレーキを引いた

が引き方が甘かったらしく、車が動きだしたのに気付き慌てて車に戻ろ

うと10mくらい急に走ったところ転倒し、左足アキレス腱を負傷した。

55 70209
10～

29

7 15~16
店外のゴミ箱を洗おうと勝手口を出たところで、ホースにひっかかりつ

まずいて転倒した。 その際、左手首を骨折した。
73 140201

10～

29



7 11~12

駐輪場横の通路で、出勤のため従業員入口に入る建物横の通路を歩いて

いたところ、マンホールの蓋に躓いて転倒。 左肩を打撲、左手を挫創、

左胸を強打した。 （事故場は敷地内。）

52 80201

500

～

999

7 9~10

研修所客室内バスルームのガラス壁面高所を拭くため、バスタブの縁の

上に乗って作業をしていた。 バスタブから降りて床に足を着いた際に右

足を捻り、脚の内側が床に着く姿勢で転倒した。 当日のレントゲン結果

では骨折なし。 後日再診、診断結果が出る予定。

55 150101

300

～

499

7 17~18

退勤時間となり、担当病棟から事務所へ向かう途中の下り坂で、左足が

滑り右足と交差した状態（左足が前）で前方に2回位転んだ。 その際、

左膝を痛めた。

69 130101

100

～

299

7 7~8 廊下で滑り止めにつまずいて転倒。 その際、左肩、左腕、左足を打撲。 64 80209
10～

29

7 11~12

労働安全衛生法に基づく健康診断を受診するため、就業場所である図書

館からセンターに車で移動し、駐車場で降車しようとしたところ、左足

足首をひねった状態で転倒し、左足足首が剥離骨折したもの。

57 120109
10～

29

7 8~9
駐車場に車を停め、徒歩で事業所に向かっている途中、玄関付近の段差

につまずき転倒した。
64 130201

10～

29

7
22～

23

3階の客先スペースでお客様の食べた食器を下げようとお盆を持ってパン

トリーに戻ろうとした際、テーブルについている小さな柵に足をひっか

けてそのまま転倒左肩を強打した。

19 140201
50～

99

7
18～

19

保冷庫内で整理整頓作業をしている時、同部門の別の作業員が保冷庫の

明かりを消灯する。 保冷庫内が暗くなり周りが見えない状態になり、慌

てて動いたことで転倒する。

53 80209
50～

99

7
11～

12

鉄骨解体での作業中において、体を移動する際、底溝のフタがない為、

つまずいて転倒した。 その際体を変な状態でひねった際、右もものつけ

根が負担がかかったものと思う。

63 30209 1～9

16～
管理用道路で平面測量の助手作業でミラーを持って移動中、1m程の段差

30～



7
17

を登ろうとした時に転倒し仰向けに倒れた。 本人が「シップで大丈夫」

と判断してすぐに作業終了、帰社した。 圧迫骨折と診断された。

66 170209
49

7
22～

23

自動車に乗り込むために徒歩での移動中、仮囲いに使用していた仮設

ガードレール（H700）を跨いで乗り越えようとしたところ、右足を引っ

掛けてしまい、バランスを崩して転倒した。 その際に右膝から着地した

ため、右膝を負傷した。

46 30309
30～

49

7
11～

12

手芸の講習中、椅子の脚に左足が引っ掛かりよろけた後、1m程先にある

ミシン什器の鉄板の角に顔をぶつけた。 手には何も持っておらず、転倒

時、先に手をついた際に指1本で体全体を支えたため、骨折につながった

と思われる。

44 80209 1～9

7
10～

11

外出途上で駅付近を急いで歩いていたところ、雨で濡れた路肩で滑って

転倒し、左肩・左肘・両手首を強打し左方上腕骨近位端亀裂骨折、左

肘・両手首打撲傷等を負った。

37 90103

100

～

299

7 8～9

清掃作業現場において、職員玄関を清掃作業中、排水溝の蓋（鉄製、格

子状）の上を歩いたところ左足（スニーカー装着）が前方へ勢いよく大

きく滑り、そのまま体勢を整えることができず、右膝をコンクリートに

強く打ち、右膝蓋骨が折れ負傷した。

66 150101

100

～

299

7
22～

23

臨店先の店舗にて作業終了後、搬入口付近にある車止めチェーンに足を

引っかけ転倒し、右肘上部を骨折した。
44 80209

50～

99

7 3～4

スタッフルームで転倒し、休憩が終わり仕事へ向う途中で発生した。 休

憩に入る前に、スタッフルームの電気を点けたが消えていたため、暗闇

の中を進んで行ったところ、パイプ椅子に左足が絡み、うつ伏せの状態

で転倒し、左膝・左胸・右大5指を強打した。

62 130201

100

～

299

7
9～

10

廃プラスチック減容機で圧縮した廃プラスチックを結束するため、扉を

開いた状態で減容機の左側へ移動した際、開いた扉に引っ掛かり、後ず

さりする形でバランスを崩し、尻もちをつく格好で転倒して負傷した。

50 80209 1～9

7
13～ トラックに荷物を積み込み、運転席に戻るとき、地面に段差があること

60 40301
30～



14 を忘れ、その段差に躓いた。 49

7
15～

16

会社駐車場にて、夏祭りを行っていたとき、利用者に食べ物を配膳する

ため、お盆を持って歩いていたところ、高さ10㎝程の車止めに右足が

引っ掛かり転倒した。 その際、両手がふさがっていたため手をつくこと

が出来ず、左肘を骨折負傷した。

61 130201
10～

29

7
12～

13

休憩後、仕事に戻ろうと1階食堂から2階病棟へ急いで階段を上がり、

上ってすぐの廊下に置いてあるポールに左足を引っ掛け転倒した。
66 130101

300

～

499

7 7～8 ポスティング中に、歩道の段差で転倒し、左足を負傷した。 39 140201
10～

29

7 8～9

店へ自転車に乗って出勤した際、駐車場入口にあるチェーンに足を引っ

かけてしまい転倒した。 その際に左肘を強打し、痛みが酷いため病院へ

行った。

21 140201
30～

49

7 8～9
店舗駐車場で清掃中、車止めに気付かず躓いて転倒し、右膝と左手を負

傷した（右膝打撲・血腫、左第5指中手骨骨折）。
63 80209

10～

29

7
17～

18

建物裏1階の通用口にて、洗濯物を取り込むため、物干しスタンドを両手

で抱えたまま館内に入ろうとしたところ、通用口ドアの下枠に躓き、物

干しスタンドを持ったまま前方へ転倒し、転倒時に左手をついたため左

手首を負傷した。

68 130201
50～

99

7 8～9 トイレに行った際に滑って転び、足を骨折した。 40 40301
10～

29

7 7～8

現場進入ゲート前で、現場入場の際に地図を見ながら歩いていたため、

ゲートあおり防止の下部ワイヤーに気付かず、足が引っ掛かり、転倒し

て負傷した。

44 30201
30～

49

7
16～

17

ペットボトルの空をゴミ庫に捨てたあと、控え室に戻ろうと通用口の方

へ方向転換（振り返り）したとき、駐車場の車止めに躓いて転倒した。

その際、庇おうとして半身になり、右足、右脇から落ちた。

66 150101

300

～

499



7
12～

13

5階屋上でビアガーデンの準備をしている際に、ブロックを踏み外し、バ

ランスを崩して倒れ、左足の小指の付け根を骨折した。
34 140101

30～

49

9
15～

16

当該乗務員は、出番日に於いて始業前の車両点検の為、本社敷地内を歩

いていた所、マンホールの窪みに躓き転倒した際、両手を負傷した。
61 40201

300

～

499

9
11～

12

東6番ホール右側カート路沿いに設置してある獣避け電気柵横で木の枝を

回転して戻る時、両手に熊手等を持って、柵をまたごうとして右足が

引っかかって、転倒しアスファルトの作業用カート路左ひざをうちつけ

た。 電柵の高さは40cm位です。

63 140301
50～

99

9
11～

12

庭園にて、維持管理作業中、斜面を移動していた際に足を滑らせ、右手

を斜面についたところ、手首を骨折した。 （前日の雨で地面がぬかるん

でいた）

70 30199 1～9

9
18～

19

終業後に自転車で帰宅しようとして自転車置場に向かったところ、その

近くで段差をふみはずして転倒し、両膝を打った、雨が降ってすべりや

すくなっており、また、暗かったため足元が見えなかった。

53 170209
50～

99

9
10～

11

当社が日常清掃を請け負っている駐車場の清掃を行っていた際に、駐車

場と駐輪場の境にある縁石につまずき、足をくじいた。
71 150101

100

～

299

9 8～9

当社1階屋外作業場において、段ボール箱を足で踏んで滑らして整理する

作業をしている際に、段ボールの中に入っていたキュービティナー（ビ

ニール容器）に足を滑らして転倒し、右足くるぶし付近を打撲骨折した

ものである。

45 11703
30～

49

9
15～

16

置場整理中に足を滑らせ転倒し、地面に刺さっている杭に尾?骨を強打し

骨折した。
24 30209 1～9

9
10～

11

現場荷卸し後、上記住所にて洗浄、洗浄後シュートを所定の場所に収納

時、歩道と車道の段差で右足を痛めた。
41 40301

50～

99

被災者は負傷当日、新築住宅の現場状況確認作業を終え、午前中に帰



9
12～

13

社、所定の駐車場に駐車するつもりが駐車場前に仕入業者の車が停まっ

ていた為入れず、別の場所に車を入れ、事務所に置いた弁当を取りに行

き、通常通り休憩室で昼食を食べる前に別の場所に駐車した車を移動す

るため、車の所まで歩いて行った時、歩道と車道の10cm位の段差につま

ずき転倒。 縁石に足をぶつけて右足スネ、右足首を骨折した。 被災者は

小走りで移動、足元の注意が欠如。

39 30202
10～

29

9
9～

10

厨房で、皿洗いが終わったので、板前のごみ箱の整理をするため歩いて

行った時、床が天ぷら油の飛び散った油のせいで、長ぐつが滑ってしま

い転倒し、その時左手をついて左手首を骨折した。

75 140101
50～

99

9 7～8

駐車場から店舗へ向かって歩いている途中に車道と駐車場を区切ってい

るチェーンにつまずいて転倒した。 当日は、雨がふっており傘をさして

いたため手がふさがっており右肘をぶつけた、後日、骨折と診断され

る。

58 80209
50～

99

9
18～

19

施設駐車場にある花壇に液肥をやる為、ジョウロを手に持ち、水と一緒

に花壇に撒いた後、戻そうとしたら近くの車止めブロックにつまずき転

倒、右大腿骨頚部を骨折した。

56 130201

100

～

299

9
16～

17

脚下部工事現場で警備をしている時、トイレに行く際立ち入り禁止区域

とを分けるトラロープを越えようと跨いだ所、トラロープに足が引っか

かり転倒し、右足首を骨折した。

76 170201

100

～

299

9
15～

16

製品を塗装するラインで、塗装後の製品同士の接触による傷を防止する

為に、緩衝材を取り付ける作業をライン内で行い終了後、他の人がライ

ン内に進入しない様にするプラスチックチェーンを掛けた際に股の間に

チェーンが入っている事に気付かずに動いてしまい、右太ももにチェー

ンが掛かりバランスを崩して転倒して、右膝を床に強打した。

43 11209
50～

99

9
10～

11

本社所属の現場、2階当直室の清掃時、シーツを右手に持ち歩行中、浴室

手前のすのこに躓き転倒し、左手を床についた際、負傷した。
74 150101

500

～

999

当社契約先に於いて、バキュームカーでの汲み取り清掃作業中、車の位



9
10～

11

置を移動させる為に戻ろうとした時、汲み取りの為に蓋を開けていたマ

ンホールに気が付かずに左足を入れてしまい、バランスを崩して左側に

転倒し、コンクリート床に強打して左上顎を骨折負傷、左くるぶしを切

創負傷し、右膝横を打撲負傷する、また顔の左側を強打した際、左目が

一時的にぼやけて見えるようになる。

50 150103
10～

29

9
17～

18

AC棟1Fの部材置場にて部材整理を行っていた、段ボール3箱（3段積み）

の移動・積み替え作業で最下段にあった段ボールを移動させようとした

際に、部材を置いていたコンテナに左足つま先が引っ掛かり、部材を

持ったまま体勢を崩して左膝を床に打ち付け、左大腿部を骨折した。

33 11403

300

～

499

9
12～

13

当協会健診センターでの午前の健診が終了し、消毒済みの受診者用ス

リッパを両手に一足ずつ持ってスリッパロッカーに収納しようと目線は

ロッカー上段をめがけて歩いていたところ、足元に敷いてあるスイタ

（120cm×45cm×5cm）に左足がつまずき転倒し、脇腹・骨盤、特に左

肘を強打した。

62 130109

100

～

299

9
15～

16

切断定盤下に溜まったノロの除去工事の為に、切断定盤を一次撤去すべ

く被災者は玉掛け作業を行っていた、玉掛け後、クレーンにて切断定盤

を移送中、後方より積層された鋼板上を歩いていた被災者が最上段の鋼

板端部を踏み外し約10cmの段差で足首を捻って受傷した、吊り荷の定盤

に気を取られ足下への注意が不足していた。 切断定盤を足場の悪い場所

（材料置き場）に仮置きしようとした、作業前に移送経路の周知や危険

予知の確認に関する打ち合わせが出来ていなかった。

24 11209
50～

99

10
14～

15

検針後、お知らせを投函する為に、マンションに入る際、入り口の段差

につまずき受け身が取れずい転び、頭部左側を強打。
56 170209

30～

49

10
9～

10

キャンバス内で造園工事を行っていた動力ブロワーを背負い、法面で集

草作業中、足を滑らせ転倒し右足首を負傷した。
69 60101 1～9

14～

午後休憩を取ろうとして3ゲートの端を移動中、ゲートのジャバラに連結

されているワイヤロープにつまずき転倒し、左膝を強打した。 ジャバラ

とワイヤロープが連結されている部分は地面より30cm浮き上がった状態 50～



10
15 で垂れ下がっており、その部分に足をひっかけたものである。 また地面

には鉄板が敷かれていた。 当日は我慢して勤務したが翌日になっても痛

みが引かなかった。 左膝蓋骨骨折の診断となった。

68 170201
99

10
19～

20

マンションへ配達に向かう途中、駐車場からマンション入口に走ってい

た際に、駐車場の車止めブロックを暗かった為見落とし、足を取られ転

倒。 またごうとしていたブロックに左胸を打ちつけ肋骨2本を骨折。

47 40301
10～

29

10 8～9

出社しタイムカードを押してリフトの鍵を持ち、外へ出ようとした時

に、事務所の外の段差につまずき身体のバランスを崩した際、左足を捻

り右足等を負傷したもの。

50 150102 1～9

10
10～

11

病室内患者のオムツ交換終了後、移動しようとし、ベッド下のコードに

左足が引っかかった。 転倒を防ぐためベッド柵につかまろうとしたが、

空振りし、更に体全体をひねりながら、左足ひざ下の皿の部分をベッド

柵にぶつけながら左体側部より転倒した。 打ちつけたひざなどが痛みが

強く走ったが、冷やしたり、対処し、当日は日勤を最後まで続けた。

68 130101

100

～

299

10 8～9

駅にて助手が駅事務室へ向かっている間に飲み物を買うため道路の向か

い側にある自動販売機に向かった。 自動販売機側の歩道には歩道に沿っ

て列柱と繋がっているチェーンがありチェーンを跨ごうとしたところ左

足がチェーンに引っ掛かり負傷した。 病院にて診察を受け左足打撲と判

明した。

23 40301
30～

49

10 6～7

宿泊していたホテルを出て、乗務のために空港に向かうクルーバス（ホ

テルの出入口に駐車）に乗り込もうと早歩きをしていた。 （他のクルー

に遅れをとっていたため）クルーバスの前に到着した際、早歩きをして

いたので勢い余って転倒した。 その際、左手中指から地面につき、強打

してしまった。

28 40103

500

～

999

10
12～

13

配達時、顧客宅の敷地内にある車止めにつまずき転倒し玄関の前にある

段に額を強打した。
37 80209

30～

49

3階児童室で清掃作業中、後ろにあった段差に気づかずつまずいて、床に
100



10 7～8
あったバケツの上に倒れ込み、骨折してしまった。

65 150101 ～

299

10 4～5

朝刊配達中、お客様宅の向かい側の駐車場にバイクを停めてアパートに

向かう際、夜中の暗い時間の為、足元が見えず、車止めに気づかず引っ

かかって転倒し、負傷した。

56 80205
10～

29

10 8～9
工事規制前の看板に取り付けてある休工中の表示マグネットを剥がし戻

る際に足を滑らせ転倒し負傷したものである。
43 170201

50～

99

10
16～

17

退社時の敷地内において、従業員通用口から駐車場に向かって歩いてい

た。 台風のため雨が強く傘をすぼめており、道の段差に気が付かず、窪

みに足をとられて傘を差したまま前のめりに倒れてしまった。 咄嗟に右

手をついたが当日夜右手の痛み、右肩の腫れを確認した。

63 140101
50～

99

10 5～6

夜勤中に台所で清拭用のお湯を作りポットを右手に持ち移動しようとし

た時に、テーブル脇に置いてあった足置きに躓いて転倒し、左肘・左膝

を床に強打して骨折した。

54 130201
10～

29

10
16～

17

工場内の清掃中、洗った道具を濯ぐため排水溝（幅50～55cm、深さ40～

45cm）をまたぎ行こうとした。 掃除中は排水溝のグレーチングを全部横

に動かす。 1ヶ所だけ2枚重なった所があり、片足を置いた時、1枚と2枚

がずれて体のバランスを崩し上向きに倒れ、排水溝の縁で尻餅状態にな

り、お尻・腰・背中を打ち、そのまま排水溝に落ちた。

65 80101
10～

29

10 0～1

配車を受け、現場駐車場に到着後、お店に声をかける前にトイレに行こ

うとした際に、溝近くの鉄板で足を滑らせ転倒した。 後頭部を打ち出血

した。

69 40201
50～

99

10
16～

17

5階駐車場北エスカレーター入口付近にて、ショッピングカート2台を運

搬中、駐車スペースに設置されている車止めに気付かず膝から転倒し、

床で強打した。

70 170101

100

～

299

10
9～

廃棄物を収集に入る際、進入防止チェーンを外し、車両が進入したのを

確認後、進入防止チェーンを復旧した。 自分が進入防止チェーンの横か
55 150103 1～9



10 ら入る時に足下のチェーンに引っ掛かり、転倒して右手を突いて骨折し

た。

10
9～

10

解体工事において、家屋解体作業で電話線の切断の作業中に電話線のワ

イヤーが切断の弾みで跳ね返り、自分の所へ向かってきたので、それを

避けようとしてバランスを崩し、後方へ倒れ込み道路に転倒した。 その

際、胸と背骨を骨折した。

28 30309 1～9

10
18～

19

買い物客の忘れ物を届けるため、店内から店外へ走って渡しに出た際、

道路にとび出していたブロックに足を引っ掛け転倒し、その際右手をつ

き負傷した。

58 80209
10～

29

10
9～

10

倉庫配達先にて、コンテナより雑誌をベルトコンベアで荷卸中に足を踏

み外し転倒時に足場の空パレットに腰をぶつけ、腰椎横突起骨折の事故

です。

59 40301
10～

29

10
11～

12

病院4Fのトイレ内において床に水尿が落ちている事に気がつかず、足を

滑らし、倒れ、腰を床に打撲する。
66 150101 1～9

10
10～

11

野菜選果施設2階、茄子8kg袋詰め付近の段差を下りる際、足を踏み外し

転び、右手をついた時に負傷。
76 80209

100

～

299

10
11～

12

1階の工場で、みかんの選別作業をしていた。 自分は10mぐらい離れた

工場の入り口付近で別の作業をしていた時、選別機械の側で作業してい

た人が、みかんの汚れを落とすために動いていたモーターがインバー

ターの不具合で停止してしまい、側にいた作業員が処置に困り、慌てた

様子で「急いで見に来てください」と大声で呼ばれたため、慌てて選別

機械の方へ駆け寄っていく際に転倒し負傷した。

58 10109 1～9

10 8～9

センターの正面左側単車駐車場近くで小雨の中、正面玄関前の支柱をつ

なぐ鎖を越えようとして左足が引っかかり転倒した。 少し痛みが伴った

が勤務を終え、翌日公休で自宅安静をしていたが、痛みとはれがでてき

たため、整形外科でレントゲン診断をし、院長より完治まで3週間はかか

ると言われた。 なおセンター正面玄関前の支柱をつなぐ鎖は近い位置に

61 150101

100

～

299



あり（地面から50cm～60cm）、これを越えないと正面玄関に入れない

状況である。

10
10～

11

工場に生コンを引き取りに行き、生コン車洗車中に車止め（高さ20cm）

に足を取られて、転ガリ左足首を骨折。
63 10909

10～

29

10 8～9 体育館巡回点検中に転倒。 右膝の筋を強打する。 49 170201

100

～

299

10
15～

16

利用者の居室で洗濯物をタンスに収納し、振りむきざまにコンセントの

線に引っ掛かり転倒した。
70 130201

50～

99

11
9～

10

ペットボトル処理施設内で、和式トイレで私用事が終わり、作業服（つ

なぎ）を着ようと左腕を通した際、バランスを崩し、便器の中に左手を

ついた瞬間、ツルっと手が滑り転倒し、左膝を便器の縁に強打した。

36 150102

100

～

299

11
12～

13

深絞り機テーブル周辺で水すまし中に床が湿潤している環境でラックと

テーブル間を往復していて滑ってしまった。（2mもない間）
56 140101

50～

99

11
15～

16

鉄道軌道脇で現地確認作業を行っている時、列車接近によりトラフ上で

退避を行った。 列車通過後、トラフ上から軌道側へ移動する時に足を滑

らせ、左膝辺りを負傷した。

62 170101

100

～

299

11
10～

11

仕事先の個人宅にてお風呂場を清掃中、上の方を洗っていて転倒した。

浴槽に脇腹を強打した。
47 170209 1～9

11
14～

15

地上外部の鉄骨ヤードで、1人で鉄骨馬を移動させようと、鉄骨馬を傾け

たときに躓いて、左足甲に鉄骨馬が倒れ被災した。
26 30201 1～9

11 5～6
お客様をお迎えのため車から降りた際、花壇の植え込みに両足を取られ

転倒し、左肩を負傷した。
53 40201

300

～

499

11
20～

路面は所々凍結している状況だったため、足元に注意しながら出発前の

機外における点検を実施し、点検終了後、機内に上がる階段までを歩い

ている際、薄く凍結した路面に気付かず、足を取られ顔から転倒した。 31 40103

1000

～



21
顎を地面に打ち付け負傷し、乗務を中止し、空港近くの病院にて受診し

た。

9999

11
11～

12

工事現場の交通誘導をしている際足元の縁石に気付かず、躓いて転倒

し、左手首を負傷した。
58 170201

100

～

299

11 8～9

朝礼に参加しようと、現場を歩いて移動している際に発生した。 車道と

歩道の切り下げ部分の段差に躓き転倒した。 転倒の際に、左膝を強打し

た。

67 170201
50～

99

11
14～

15

被災者（以下甲という）は当日の就業場所において警備業務に従事して

いた。 甲は定時外周巡回中、地下駐車場入口下りスロープで躓いて転倒

し、左手首を地面についた際に負傷した。

49 170201
50～

99

11
10～

11

店舗駐車場にて駐車場誘導業務中、駐車場内の買い物カートをカート置

き場へ片付けるために、駐車場内を見回しながら、カートがないか駐車

場を移動していて、急いで自分の配置へ戻る際、車止めに躓き転倒し

た。 その際、地面に膝を強打し膝皿骨にヒビが入る怪我を負った。

69 170201

1000

～

9999

11
19～

20

勤務先のキッチンで、料理に使う鍋を持って移動している時に、キッチ

ンの床の排水溝に被せてある金属の網が滑り易く、転倒し、割れた鍋の

破片で手首を切ってしまい、動脈が断裂した。

22 130301

100

～

299

11
15～

16

設備・環境の確認のため、体育館裏の通路を通り、本校舎に戻る途中、

敷石の段差に気付かず躓き、前のめりに転倒し、敷石部に両膝、両腕

（上腕部）、首、額を強打した。

62 150109

100

～

299

11
15～

16

鉄道軌道脇で、現地確認作業を行っている時、列車接近によりトラフ上

で退避を行った。 列車通過後、トラフ上から軌道側へ移動する時に、足

を滑らせ、左膝辺りを負傷した。

62 30301
50～

99

11
15～

当該職員は、バスに乗務し運行した。 運行終了後、営業所内の車庫にバ

スを停車させ、トイレに行くために営業所の事務所棟に入った。 その

後、運行するために、車庫に戻ろうとして事務所を出て、市営住宅内の 55 40202
50～



16
通路を通った後、左に曲がって車庫内の門をくぐろうとした際、足元の

段差でバランスを崩して転倒したものである。

99

11
11～

12

配達作業中、グレーチングの上で滑り、右手をついた時に右手甲の骨に

ひびが入る怪我をした。
41 110101

500

～

999

11
19～

20

事業所へ修理車両を納車した際、暗くて足元がよく見えなかった為、10

㎝程の段差に気付かず、その段差で足を捻り転倒した。
39 40409 1～9

11
13～

14

2階製造部の乾燥工程前に昆布を干す作業場において、歩いて移動する際

に床に落ちている昆布を踏み、足を滑らせて転倒した。 転倒した際に、

まず肘をつき体を床に打ちつけ、顔面も床に打ちつけた。 顔面を強打し

た際、差し歯が取れてしまった。 また全身を強く打撲ししびれが発生し

た。 事故当日は一般外来の診察が終わった後だったため病院には行か

ず、まずは近隣にある歯医者で診察治療を受けた。 歯の治療に関しては

事故当日の診察のみで終了し、翌朝から病院で体の打撲の診察を受け

た。

47 10102

100

～

299

11
9～

10

駐車場警備を開始後、駐車スペース内に空の買い物カゴを発見し、回収

しようとした際天井に気をとられ、上部を見上げた際足元の車輪止めに

躓いて前方に転倒した。 その際に両膝・右胸を強打した。 徐々に痛みが

強くなり、数日経過後も、左膝、右胸の痛みが治まらない為、病院を受

診した。

50 170201

100

～

299

11
17～

18

荷主の物流センター内でギフト商品の引き受けに必要な入力を端末機を

使い入力作業を作業用レーンにてしていたが、荷物を自分の方へ寄せよ

うとして右足を一歩前へ出した時に、作業用レーンの脚部に右足が当た

り躓き体を捻りながら背中側から転倒してしまい、その時腰部を強打し

た。

58 40301

100

～

299

11
14～

客室のお風呂（ユニットバス）清掃が終了し、ユニットバスから出よう

とした際、ユニットバス出入口の段差に右足が掛かり反転し背中から転
62 140101

30～



15 倒したものである。 出入口付近の室内テーブルに頭と肩を強打、腰を床

に強打し、仙骨を骨折した。

49

11
15～

16

店内でPOP貼り替えをしていた際、足元にPOPスタンドをまとめていた

のでそれを取ろうとした。 目隠しをしていたボードを動かした際、こち

ら側に傾いて転倒した。 受け身をとった先にガンタッカーの針が上を向

いて落ちていて、それが右膝に刺さった。

29 80201

100

～

299

12 17~18
店内にある代理店へ訪問し、駐車場へ戻った時、車止めにつまずき転倒

した。
56 90103 1～9

12 11~12

車庫内にて洗車終業後、車庫内に担当車両を駐車したあと、タクシーの

トランクから本人のバッグ等を取り出し、運転席に戻る際、駐車場後方

の車輪止めにつまずき転倒した。 その際、車庫のコンクリート床に左ヒ

ザを打ちつけ、半月板を骨折した。

67 40201
50～

99

12 7~8

出勤し、職員駐車場に車を駐車してから就業場所である病院建物に移動

中、道路と病院施設内駐車場の境に張りつけてあるチェーンに左足が

引っかかり転倒し、右上腕と、左大腿部を負傷した。

49 130101 ―

12 14~15

配達を終え車両に戻る際、雨天により排水溝部分が濡れていた為、足を

滑らせ転倒し、顔面を地面に打ってしまった。 当日は、顔をすりむいた

程度で大事には至らなかったが、その後も痛みが引かず病院へ行き、診

断の結果、左頬骨骨折であり入院、手術となった。

42 40301
50～

99

12 18~19
事業場内にて荷物を運んでいた際、段差に足をつまずき転倒し、左足首

を骨折した。
45 11709 1～9

12 8~9

地下駐車場にてトラックに乗る直前に右足首をひねった様な形で右側に

バランスを崩した際、隣の駐車スペースの車止めに右足を躓かせ前のめ

りに倒れた際、右膝を地面に打ちつけて被災した。

43 170209

300

～

499

12 17~18

集荷先より車にもどる際、路面にあった凹みでバランスを崩し転倒し

た。 その際にコインパーキングに設置された車止めに右肩を打ちつけた

ものである。

50 40301
30～

49



12 7~8 会社車庫内にて転倒し、負傷したものである。 52 40201

100

～

299

12 21~22

広間の宴会が終わり後片付けが終わったので、調理場へ行き、後日の宴

会の準備の為、食洗機の脇で洗い終ったお皿をお運び盆へ移していた

時、床が少し水で濡れていたため滑って後方向きに倒れた。 とっさに両

手で台の脚につかまったが、左足膝を食洗機の脚にぶつけた。

66 140101
10～

29

12 17~18

会社敷地内にある駐車場に停めてある自分の自動車のところへ帰宅する

為に歩いて行こうとしたとき、駐車場の路面が凍結しており、それに気

づかず歩き、滑って転倒し右足関節外果、右第5中足骨基部の2箇所を骨

折した。

59 10309
50～

99

12 14~15

弁当の空容器の回収に顧客先を車で回っていた。 顧客事業所で空容器を

入れた給食用バット（カゴ状の入れ物）を両手で持って玄関を出たとこ

ろでつまずき両ひざから倒れ落ち、段差のあるところを越えて転び、右

肘を強打した。 起き上がると右腕が動かない状態であり、会社へ連絡し

病院へ連れていってもらった。 仕事用に手袋・長靴を着用し、早足でい

たところ足がもつれて転倒したようである。

61 10109
10～

29

12 19~20

業務終了後、店の通用口のカギをかけて車の置いてある駐車場まで行く

途中、店舗敷地と西側道路の境にある縁石（高さ約10㎝）に右足を引っ

掛けて強く転倒した。 その場は何とか自分の車までたどり着いて帰宅し

たが、身体中が痛かったので、夜、家族に救急医に連れていってもらっ

た。

60 80209 1～9

12 9~10

会社敷地内で会社の車を洗車していたところ、足を滑らせてしまい転倒

した。 その際、尻もちをつきそうになったので、とっさに左手を地面に

つき、骨折した。

52 40301
10～

29

12 10~11

当社資材置場に於いて、資材の積み込みを終え、トラック荷台より脚立

を使用し降りた際、地面が凍っており、滑った際に右膝に負担がかか

り、立ち上がれなくなった。

46 30209
30～

49



12 9~10

当社駐車場にて、パン・缶詰・ラーメン等の食品を販売車に積み込んで

ている際、10㎝の段差を踏み外した。 隣に駐車していた社有車との距離

が狭かったため、手を着く暇がなく、社有車の左後ろ側面に前から顔面

をぶつけ、反動で首を反らした状態になり、首の第5頚椎を骨折し、右手

親指が麻痺した。

63 80209
10～

29

12 4~5
朝刊配達中、客宅前の川の橋上で、足を滑らせてて川に落ち、川底に腰

を打ちつけた。
70 80205

10～

29

12 8~9

朝一番の訪問先に別のヘルパーと同行するために、コンビニ駐車場で待

ち合わせをした際、バイクを押して歩行中、車止めに躓きバイクと一緒

に転倒し、左肩を強打し骨折した。

63 130201
50～

99

12 20~21

接待係（お膳運び）として勤務する被災者は、勤務を終え、通路を歩い

て駐車場に向かう途中、マンホールの蓋に躓いて転倒し、右顔面を強打

して負傷した。

72 170209

100

～

299

12 15~16

法令など制限を照会・閲覧するための建物に訪れ、帰る際に北側出口を

出たところ、雪が激しく降っていた。 急いで車へ戻ろうとしたとき、地

面に積もった雪で滑って転倒し、左大腿骨を骨折した。

47 170209
10～

29

12 10~11

50号給湯器取替工事のため、給湯器を設置場所まで2人で運搬中、進行方

向に対して後ろ向きで進んでいたところ、尻もちをつき、倒れた際に右

肩を捻って負傷した。

64 170209 1～9

12 11~12
荷物の配達作業中、段差の多い下り坂を歩行中に転倒し、頭部を強く打

ちつけた。
60 110101

30～

49

12 7~8

出勤のためマイカーを駐車場に止めて歩きかけたときに、横の車止めに

足を取られ転倒した。 転倒した場所が植木のある土のスペースと溝にま

たがった場所で、溝に肩を強打した。

56 170209
10～

29

12 17~18

駐在している工場に隣接する駐車場にて、駐車していた自身の車両後方

から運転席側に歩いている際、照明は届いていたが、足元は車両または

自身の影が影響して車止めに気がつかず、躓いて転倒した。

45 11403

500

～

999



12 17~18

業務のため駐在している建物に隣接する駐車場にて、駐車していた自身

の車両後方から運転席側に歩いている際、照明は届いていたが、足元は

車両または自身の影が影響して車止めに気がつかず、躓いて転倒した。

45 170101

500

～

999

12 17~18
会社の駐車場で、トラックを車庫入れしたあと、事務所に向かって歩い

ていたとき、段差に躓いて転倒し、足首を捻った。
44 40301 1～9

12 11~12
敷地内の庭掃除をしていたとき、足が滑って左手をついたところ、左手

首を骨折した。
63 140209

10～

29

12 17~18

仕事が終わったあと、病院から一旦道路へ出て職員駐車場へ向かう途

中、患者駐車場と道路の境において、敷地内のポールとポールの間に

チェーンが地面に渡して置かれており、チェーンを跨ごうとしたとき、

足が十分に上がらず、垂れたチェーンに足を引っ掛けて顔面から転倒し

た。

61 130102 1～9

12 5~6
敷地内駐車場に車を停車し、裏口に向かっていたとき、裏口前のアス

ファルトが剥がれていたため、それに躓き転倒してしまった。
60 140201

30～

49

12 18~19

店舗駐車場で、空のビール樽を右手に持ちトラックへ移動した際、駐車

場に設置されていたタイヤ止めに躓き、トラックのテールゲートリフ

ターに右上腕をぶつけて骨折した。

42 40301
30～

49

12 6~7

左手で空のトレンチを持ち、通路を歩いている際に部屋の扉が開き、後

ろに転倒した。 その際に左手にトレンチを持っていたため、うまく手を

着けず、左手骨を骨折した。

23 140309
10～

29

12 10~11

早朝出勤し、乗務前点呼を受けたあと、乗務を開始し、工場に向けて出

発した。 工場到着後、空き瓶を荷降ろしし、製品（ビール）を積み込ん

だあと、製品の届け先に到着し、製品の荷降ろしを開始した。 半数を降

ろし終えてトイレに向かった際、トイレ入口の段差（25㎜）に躓き、バ

ランスを崩して転倒し、その先にある洗面器で顔面を殴打した。

47 40301
10～

29

12 8~9 出勤時、営業所入口ドア前の段差に躓き、転倒した。 57 90103

500

～



999

12 20~21

車の納車に行った客宅で、門を入り玄関までの通路を両手に荷物を持っ

た状態で歩いていて、玄関の段差に気づかず、躓いて転倒し、右膝を

捻って打撲し受傷した。 打撲した時点では、痛みがひどくなかったため

様子を見ていたが、日が経つにつれ痛みがひどくなった。

45 80209
10～

29

12 19~20

作業中、トイレに行きたくて急いでいたところ、出入り口付近の床が濡

れていたため滑って転倒し、慌てて左手をついたが、左手も滑り、左肩

を強打して負傷した。

48 170101

100

～

299

12 13~14

お客様から、しとぎ餅の注文が入っていて、お客様が受け取りにきたの

で、4箱ある注文のうち2箱を駐車場に置いてある車に運び、残りの2箱を

店の中に取りに帰るとき、誤って店の入口の段差の所で足を捻って転倒

してしまい、足首を負傷した。

56 10104
50～

99

12 12~13

従業員の賄いの材料を買いに行き戻った際、スタッフ入り口の自動ドア

に材料を入れたキャリーバッグの車輪が引っ掛かり、そのはずみで後方

に転倒し、左座骨を骨折する怪我を負った。

62 140309
30～

49

12 23~24
介護事業所にて夜勤中、利用者をベッドから移乗する際、足元を滑らせ

転倒し、左肩や左腕を床に打ちつけ負傷した。
76 130201

30～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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